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３章 質的データの検定 【動画】 

 これから検定の手法を順番に詳しく見て行きましょう。最初は質的データの検定につい

てです。質的データの検定は構成比率の検定で、アンケートで賛成が過半数であるかとか、

賛成の比率が男女で異なるかといったことを調べます。これからは最初に例題を置き、そ

れについて College Analysis による回答を示します。理論のところではその検定のために使

った公式を簡単に表示しますが、必要なければ無視してもらって結構です。 

 

3.1 母集団の比率と指定比率との検定 

例 

 ある大学の学生 50 人を任意抽出し、大学改革のアンケートを行ったところ、賛成 35 反

対 15 であった。学生の過半数が賛成している（賛成の比率が 1/2 と異なる）といえるか、

有意水準 5%で判定せよ。 

 

この例は前の章の超能力の検定とほぼ同じ内容です。データはファイル¥Samples¥テキス

ト 3.txt を選択します。そうすると以下のような分割表になったデータが表示されます。 

 

図 3.1.1 分割表データ 

 

次にメニューで［分析－基本統計－質的データの検定－質的データ検定メニュー］を選

択し、質的データの検定 Window を開きます。 

 

図 3.1.2 質的データの検定メニュー 

この例題は過半数かどうかを調べる問題なので、確率 0.5 との比較になります。検定実行

画面を見ると一番上に指定比率との比較というのがありますので、そこを右にたどって「適

合度検定」を選んでクリックします。変数選択で度数を選択し、ラジオボタンで「１次元

分割表」を選んで、指定比率のところに賛成と反対の比較する比率「0.5,0.5」または「1/2,1/2」

を入力します。ここでは同比率ですので、「等確率」ボタンをクリックして比率を入力する

こともできます。そこまで終わった画面が以下の図です。 

https://www.youtube.com/watch?v=w5Cwo06t4Io&t=14s
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図 3.1.3 適合度検定実行画面 

ここで「検定」ボタンをクリックすると、以下の結果が表示されます。 

 

図 3.1.4 適合度検定結果画面 

ここでは、いくつかのデータが表示されていますが、注意して見ておくべきは片側確率 P

の値と一番下の検定結果の文章です。通常統計ソフトでは検定の確率までは表示されます

が、下の文章までは表示されません。これは解釈を間違える学生が多くいたことから追加

した文章です。検定の評価の文章では、 05.0p の場合「差がある」という言い方で結構

ですが、 05.0p の場合は「差がない」ではなく、「差があるといえない」という控えめな

言い方をします。これはこのデータ数ではまだ差はみつからないというだけで、データ数

を増やすと見つかるようになるかも知れないからです。この例題ではこの段階でもう有意

な（有意差がある）結果になっているようです。70%が賛成して、検定の結果が 1/2 と比べ

て差があるということは過半数であるということです。 

 最後にこの計算をするための公式を示しておきましょう。 

 

理論 適合度検定 

出現比率が指定比率と比べて差がないとすると 
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       （Yates の連続補正） 

 

ここには公式が 2 種類書いてありますが、一般的な教科書などでは上の公式が説明されて

います。これはデータ数が十分大きい場合に成り立つ公式なので、実用上は下の公式がよ

く使われます。上の式から下の式への補正は Yates の連続補正と呼ばれています。このよう
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な分割表の検定が信用できるものになるためには分割表の 1 つのセルに 10 程度（5 とする

場合もある）以上の度数が必要であると言われています。 

 

3.2 対応のない２群間の比率の検定 

 これまでは指定した比率と母集団の比率を比較するような検定でしたが、ここからは 2

つ以上の母集団の比率の比較検定です。 

 

２×２表の検定 

例 

ある問題についての調査で、男女別に賛成か反対かを集計したところ以下の結果を得た。

賛成（または反対）の比率に男女差はあるといえるか。有意水準 5%で判定せよ。 

 賛成 反対 計 

男性 18 10 28 

女性 12 14 26 

計 30 24 54 

 これは男性母集団と女性母集団の賛成比率を比較する検定です。標本での比率は男性

18/28、女性 12/26 で男性の比率が高いですが、母集団ではどうでしょうか。 

 まずテキスト 3.txt を読み込み、4 頁目を開きます。 

 

図 3.2.1 2 次元分割表データ（テキスト 3.txt 4 頁目） 

「質的データの検定」画面でみますと、この例題は男女で比べますので 2 群間の比較で

す。次に対応ですが、一番分かりやすいのはこの２つの群に同じ人がいるかどうかです。2

群は男女で分かれ、同じ人は無理なので、ここの場合の対応はなしです。例えば使用前と

使用後の感想などというと同じ人が 2 つの群にいますので、2 群間に 1 対 1 の対応があると

言います。ここでは対応なしのところをたどって、「χ2検定」ボタンをクリックします。す

ると以下のような χ2検定実行画面が表示されます。 

 

図 3.2.2 χ2検定実行画面 
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このデータは 2 次元分割表なので「２次元分割表から」ラジオボタンを選び、変数選択で

すべてを選択し、「検定」コマンドボタンをクリックします。 

 

図 3.2.3 χ2検定結果画面 

解答 

 1358.12 = ， 0.286542=p  

05.0p より、男女差があるとはいえない。 

 

以下にここで使った２×２分割表の χ2 検定の公式を示しておきます。χ2 検定では２×２分割

表の場合は簡単に計算できるように、一般の場合とは違った計算式が与えられています。

一般の場合はちょっと複雑になりますが、それも示しておきます。 

 

理論 

２×２分割表の場合（特別な書式） 

 事象１ 事象２ 計 

要因１ a b a+b 

要因２ c d c+d 

計 a+c b+d a+b+c+d=n 

要因間で、事象の出現比率に差がないとすると 
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ｍ×ｎ分割表の場合 

 事象１ 事象２ … 事象 s 計 

要因１ x11 x12 … x1s x1･ 

要因２ x21 x22 … x2s x2･ 

： ： ：  ： ： 

要因 r xr1 xr2 … xrs xr･ 

計 x･1 x･2 … x･s n 

要因間で、事象の出現比率に差がないとすると 
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問題１（テキスト 3.txt） 

ある工場で１年間におきた事故の件数を曜日毎に調べたところ、以下の表が得られた。事

故は曜日による差があるといえるか？有意水準 5％で判定せよ。 

曜日 月 火 水 木 金 計 

事故件数 23 14 16 11 16 80 

確率［     ］  判定 曜日による差があると［いえる・いえない］ 

問題２（テキスト 3.txt） 

前の問題で、月曜日は特に事故が起こっているといえるか。月曜日とその他の曜日に分け

て有意水準 5%で判定せよ。 

確率［     ］  判定 月曜日に事故が多いと［いえる・いえない］ 

問題３（テキスト 3.txt） 

ある案についてのアンケートで以下の結果を得た。男女間の回答（賛成の比率）に差があ

るといえるか。有意水準 5%で判定せよ。 

 

 賛成 反対 

男性 128 86 

女性 107 95 

 確率［     ］  判定 男女間に差があると［いえる・いえない］ 

問題４（テキスト 3.txt） 

女性を対象とした調査で、ある化粧品の所有の有無を職業別に分類してみると、以下の結

果が得られた。職業間で商品所有の割合に差があるといえるか。有意水準 5%で判定せよ。 

 所有あり 所有なし 計 

主婦 90 199 289 

事務 32 47 79 

販売・生産 53 71 124 

計 175 317 492 

 確率［     ］  判定 職業間に差があると［いえる・いえない］ 

問題５ 

テキスト 9.txt について以下の問いに答えよ。 

１）意見１について１次元分割表を描け。（1：はい，2：いいえ） 

はい いいえ 合計 

   

２）意見１において、いいえは過半数といえるか。有意水準 5%で判定せよ。 

 確率［     ］  判定 過半数と［いえる・いえない］ 

３）上の問題で Yates の補正をしない場合どうなるか。 
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 確率［     ］  判定 過半数と［いえる・いえない］ 

４）意見２について１次元分割表を描け。（1：案１，2:案２，3:案３） 

案１ 案２ 案３ 合計 

    

５）意見２について以下のような円グラフを描け。 

 

６）意見２において、回答間に差があるといえるか。有意水準 5%で判定せよ。 

 確率［     ］  判定 回答間に差があると［いえる・いえない］ 

７）意見１の回答に地域による差があるか。有意水準 5%で判定せよ。 

 確率［     ］ 判定 地域による差があると［いえる・いえない］。 

 

８）上の問題で有意水準を 1%にすると結果はどう変わるか。 

 判定 地域による差があると［いえる・いえない］。 

９）意見２の回答に地域による差があるか。有意水準 5%で判定せよ。 

 確率［     ］ 判定 地域による差があると［いえる・いえない］。 

10）意見２の回答に意見１による差があるか。有意水準 5%で判定せよ。 

 確率［     ］ 判定 意見１による差があると［いえる・いえない］。 

 

問題１解答 

ある工場で１年間におきた事故の件数を曜日毎に調べたところ、以下の表が得られた。事

故は曜日による差があるといえるか？有意水準 5％で判定せよ。 

確率［ 0.3955 ］  判定 曜日による差があると［いえる・いえない］ 

問題２解答 

前の問題で、月曜日は特に事故が起こっているといえるか。月曜日とその他の曜日に分け

て有意水準 5%で判定せよ。 

確率［ 0.0692 ］  判定 月曜日に事故が多く起こると［いえる・いえない］ 

問題３解答 

ある案についてのアンケートで以下の結果を得た。男女間の回答（賛成の比率）に差があ

るといえるか。有意水準 5%で判定せよ。 

 確率［ 0.1909 ］  判定 男女間に差があると［いえる・いえない］ 

問題４解答 

女性を対象とした調査で、ある化粧品の所有の有無を職業別に分類してみると、以下の結

果が得られた。職業間で商品所有の割合に差があるといえるか。有意水準 5%で判定せよ。 

 確率［ 0.0672 ］  判定 職業間に差があると［いえる・いえない］ 
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問題５解答 

テキスト 9.txt について以下の問いに答えよ。 

１）意見１について１次元分割表を描け。（1：はい，2：いいえ） 

はい いいえ 合計 

85 115 200 

２）意見１において、いいえは過半数といえるか。有意水準 5%で判定せよ。 

 確率［ 0.0403 ］  判定 過半数と［いえる・いえない］ 

３）上の問題で Yates の補正をしない場合どうなるか。 

 確率［ 0.0339 ］  判定 過半数と［いえる・いえない］ 

４）意見２について１次元分割表を描け。（1：案１，2:案２，3:案３） 

案１ 案２ 案３ 合計 

71 56 73 200 

６）意見２において、回答間に差があるといえるか。有意水準 5%で判定せよ。 

 確率［ 0.3196 ］  判定 回答間に差があると［いえる・いえない］ 

７）意見１の回答に地域による差があるか。有意水準 5%で判定せよ。 

 確率［ 0.0327 ］ 判定 地域による差があると［いえる・いえない］。 

８）上の問題で有意水準を 1%にすると結果はどう変わるか。 

 判定 地域による差があると［いえる・いえない］。 

９）意見２の回答に地域による差があるか。有意水準 5%で判定せよ。 

 確率［ 0.09974 ］ 判定 地域による差があると［いえる・いえない］。 

10）意見２の回答に意見１による差があるか。有意水準 5%で判定せよ。 

 確率［ 0.9860 ］ 判定 意見１による差があると［いえる・いえない］。 

 

 


